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1献　　辞
　岡田英己子先生は、1998 年 4 月に東京都立大学人文学部社会福祉学科に教授
として着任されました。その後組織改編にともなって 2005 年 4 月以降は首都大
















昭和 42 年 4 月　奈良教育大学教育学部入学（精神薄弱養護学校教員養成課程）
昭和 46 年 9 月　奈良教育大学教育学部卒業
昭和 49 年 4 月　大阪市立大学生活科学研究科修士課程入学（社会福祉学専攻）
昭和 51 年 3 月　大阪市立大学生活科学研究科修士課程修了（家政学修士）
昭和 57 年 4 月　筑波大学心身障害学研究科博士課程入学（知能障害教育学専攻）
昭和 59 年 3 月　筑波大学心身障害学研究科中間評価論文提出（教育学修士）
平成 3 年 3 月　筑波大学心身障害学研究科博士課程修了（教育学博士号授与）
〔教育歴〕
昭和 57 年 9 月～昭和 61 年 3 月 彰栄保育専門学校非常勤講師
平成 3 年 4 月～平成 4 年 3 月 日本社会事業大学専任講師
平成 4 年 4 月～平成 10 年 3 月 日本社会事業大学助教授
平成 10 年 4 月～ 東京都立大学人文学部社会福祉学科教授
平成 17 年 4 月～ 首都大学東京都市教養学部教授
平成 18 年 4 月～ 首都大学東京人文科学研究科教授
 （平成 25 年 3 月まで）
〔研究歴その他〕
昭和 52 年 9 月～昭和 54 年 7 月  ドイツのシュタイナー治療教育施設・モン
テッソーリ幼稚園・統合保育実験校実習
昭和 54 年 9 月～昭和 55 年 7 月  ミュンヘン子供センター附属治療教育士養成
課程（モンテッソーリ国際治療教育士ディプ
ローム修了）
昭和 56 年 4 月～昭和 57 年 3 月 筑波大学心身障害学研究科研究生　
昭和 62 年 4 月～平成2年夏学期  ミュンヘン大学大学院在学（学習障害児教育
学専攻）
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平成 9 年 2 月～平成 9 年 8 月  ベルリン社会福祉大学（現ザロモン大学）研
究員
平成 20 年 4 月～平成 20 年 9 月 アリス・ザロモン大学客員教授
〔学会活動〕
日本特殊教育学会　　 編集委員（平成 13 年 1 月～現在に至る）・常任理事（平
成 18 年 12 月～平成 24 年 11 月）・常任編集委員、副編集
委員長（和文 / 英文機関誌）
社会事業史学会　　　 幹事・編集委員（平成 11 年～現在に至る）・理事（平成





栃木県社会福祉マンパワーアップ研究調査委員会委員 ( 平成７年 6 月～平成 8
年 3 月）
東村山障害福祉計画検討委員会委員長（平成 8 年 6 月～平成 9 年 3 月）
東村山市総合計画審議会委員（平成 8 年 5 月～平成 10 年 3 月）
東京都障害者施策推進協議会委員（平成 10 年 11 月～平成 12 年）
八王子市地域福祉計画審議会委員（平成 10 年 12 月～平成 11 年 11 月）
東京都地域福祉サービス評価システム検討委員・分科会座長（平成 12 年 6 月～
平成 13 年 1 月）
日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員（平成 18 年 8 月～平成 20 年 7 月）
国際事業委員会書面審査員（平成 18 年 8 月～平成 20 年 7 月）
学校心理士認定機構監査（平成 18 年 12 月～平成 21 年 11 月）
大学評価・学位授与機構大学機関別認証評価委員会専門委員（平成 23 年 5 月～
平成 24 年 4 月）
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※ 地域臨床関係
日本社会事業大学附属福祉臨床相談室相談員（平成 4 年 4 月～平成 10 年 3 月）
東久留米保健所・保健福祉センター親子教室スタッフ（平成 4 年 4 月～平成 10
年 3 月）
障害児教育・福祉資料センター理事（平成 12 年 7 月～現在に至る）
〔教育関係〕
明治学院大学（平成 6 年～平成 8 年）
国立秩父学園附属保護指導職員養成所（〈知的 / 発達障害〉教育史：平成 6 年～
平成 23 年）（社会福祉概論：平成 12 年～平成 23 年）
日本社会事業大学大学院（平成 10 年～平成 22 年）
日本社会事業学校研究科（平成 10 年～平成 15 年）
法政大学現代福祉学部（平成 12 年～平成 14 年、平成 19 年）
大妻女子大学（平成 12 年～平成 15 年）
筑波大学大学院（集中：平成 9 年、平成 12 年、平成 15 年）
都民カレッジ（平成 11 年～平成 12 年）
青森大学（集中：平成 13 年～平成 14 年）
熊本大学大学院（集中：平成 14 年）










体系化』勁草書房　1993 年 2 月　pp.1-521.
〔共著〕　
吉田久一・岡田英己子『社会福祉思想史入門』勁草書房　2000 年 7 月
（pp.3-214, pp.319-322, pp.325-327 を担当）
〔その他の共著〕
1．「ドイツ治療教育学の学的体系化と治療教育施設」（津曲裕次他編著『障害児
教育史入門』川島書店　1985 年 5 月）pp.64-69.
2．「ドイツにおける市民主導型ボランタリズムの形成過程 ― 半官半民型救済シ
ステムの伝統を通して」（日本社会事業大学編『社会福祉システムの展望 ― 
日本社会事業大学創立 50 周年念論文集』中央法規　1997 年 5 月）pp.131-152.
3．「博愛事業思想と中期フェミニズムの二面性 ― ドイツ型『ソーシャルワーク
創出』への道」（右田紀久恵・秋山智久・中村永司編著『社会福祉の理論と政策』
中央法規  2000 年 9 月）pp.215-230.
4．「欧米の社会福祉の歴史」( 社会福祉士養成テキストブック①『社会福祉原論』
ミネルヴァ書房　2002 年 4 月） pp.174-180.
5．「福祉職の職業倫理にみるドイツ優生学・優生思想の特徴 ― 『否定的 ( 消極的）
優生学 vs 肯定的 ( 積極的）優生学』の二項対立図式の内面化」（中村満紀男編
著『優生学と障害者』明石書店　2004 年 2 月）pp.345-434.
6．「コラムⅩ：ドイツの福祉に社会 (sozial）の冠が付く時 ― 社会事業の登場」( 若
岡田英己子先生　研究業績 7
尾裕司・井上茂子編著『近代ドイツの歴史 ― 18 世紀から現代まで』ミネルヴァ
書房　2005 年 5 月） pp.219-220. 
Ⅱ．学術論文
〔単著論文〕
1．「ドイツ児童福祉史の文献研究 ― 児童保護事業成立・発展期を中心として」 
『社会事業史研究』 社会事業史研究会　第 11 号　1983 年 9 月　pp.183-201.
2．「ドイツ社会事業成立過程における職業化についての一考察 ― ベルリン女子
社会事業学校史を通して」 『社会福祉学』日本社会福祉学会　第 26 巻第 1 号 
1985 年 9 月  pp.107-127.
3．「大川義行著書 “児童個性の研究” の歴史的位置づけ」 『日本児童問題文献選
集　(28）』 児童問題史研究会監修　日本図書センター　1985 年　pp.1-13.
4．「ドイツ社会事業理論の文献史的研究 ― A.Salomon の社会事業理論を中心と
して」『社会事業史研究』社会事業史研究会　第 16 号　1988 年 9 月　pp.1-17.
5．「治療教育における教具についての歴史的考察① ― ヒル積み木の導入と戦前
我国精神薄弱施設での活用をめぐって」 『障害者問題史研究紀要』精神薄弱問
題史研究会 第 32 号　1989 年  pp.39-50.
6．「ナチズム社会事業の歴史的研究方法」 『社会事業研究所年報』日本社会事業
大学　第 28 号 1992 年 11 月  pp.83-100.
7．「ドイツ補助学校史叙述の作為 ― 補助学校史研究の問題点」『障害者問題史
研究紀要』精神薄弱問題史研究会　第 35 号　1992 年 12 月  pp.15-26.
8．「1930、40 年代の A. ザロモンの社会事業活動 ― 流浪の民として」『社会事
業史研究』社会事業史研究会　第 21 号  1993 年 9 月　pp.61-74.
9．「ナチズム期の社会事業教育① ― 女子社会事業学校のナチ化と関係者の二面
的対応」『社会事業研究所年報』日本社会事業大学　第 29 号　1993 年 12 月 
pp.21-43.
10．「敗戦とドイツの社会事業 ― ʻゼロの時間ʼ の連続性・非連続性をめぐって」
『社会事業史研究』社会事業史研究会　第 24 号  1996 年 12 月  pp.13-27.
11．「20 世紀末のドイツ社会福祉思想の新潮流 ― 新しい社会（福祉）運動との
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関連」『社会事業史研究』 社会事業史学会　第 27 号　1999 年 10 月　pp.11-26.
12．「A. ザロモンの初期社会事業理論」『人文学報』 東京都立大学人文学部　第
310 号（社会福祉学 16）2000 年 3 月　pp.1-23.
13．「ドイツ社会事業成立期の社会事業理論から見た優生学・優生思想の特徴 
― ジェンダー化された職業倫理と『家族共同体型』福祉国家思想の枠組みを
通して」『ドイツ研究』 日本ドイツ学会　第 31 号　2000 年 12 月　pp.57-69.
14．「ヴァイマル期における A. ザロモンの社会事業理論」『人文学報』 東京都立
大学人文学部　第 319 号 ( 社会福祉学 17）2001 年 3 月　pp.15-41.
15．「戦後東京の重度障害者政策と障害者権利運動に見る女性の役割 (1） ― 身
体障害者療護施設の設立経緯を通して」『人文学報』  東京都立大学人文学部 




研究」第 2 年次冊子） 　2001 年 2 月　pp.5-60.
17．「ドイツ社会事業成立期の優生学・優生思想の制度化と変貌 ― 積極的優生
学と消極的 ( 否定的）優生学の布置を通して」 （研究代表者中村満紀男『20 世
紀優生学が障害者の生存・生活・教育に及ぼした影響に関する総合的研究』（平
成 11 年度～平成 13 年度科学研究費補助金、基盤研究（A）（1） 研究成果報告書） 
2002 年 3 月　pp.224-262.
18．「ドイツ・日本の歴史に見る社会事業理論の現在の争点」『人文学報』  東京
都立大学人文学部  第 339 号（社会福祉学 19）2003 年 3 月　pp.1-35.
19．「平塚らいてうの母性主義フェミニズムと優生思想 ― 『性と生殖の国家管理』
断種法要求はいつ加筆されたのか」『人文学報』  東京都立学人文学部　第 361
号（社会福祉学 21）2005 年 3 月　pp.23-97
20．「誰にとっての、何のための、資格なのか？ ― ソーシャルワーク専門職（社
会福祉士）の『資格効果』」『福祉心理学研究』日本福祉心理学会　第 3 巻 1
号　2006 年 5 月　pp.24-31.
21．「優生学と障害の歴史研究の動向 ― ドイツ ･ ドイツ語圏と日本との国際比
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較の視点から」『特殊教育学研究』日本特殊教育学会　第 44 巻 3 号　2006 年
9 月　pp.179-190.
22．「新・旧優生学とナチ断種法批判に関する日独比較史 ― 平塚らいてうの優
生思想の再考から」　平成 17 年度～平成 19 年度 科学研究費補助金（基盤研究
（C））2008 年 2 月　pp.1-291.
23．Okada,Emiko：Alice Salomon in Japan： Salomons Ausbildungskonzept auf dem 
Weg in die japanische Sozialarbeit. In: Soziale Arbeit, 57 Jg., 10-11/ 2008, 
S.447-S.452.
24．「A. ザロモン像再考：ボランティア ･ グループの二種類の「呼びかけ」を
手がかりにして」『人文学報』首都大学東京都市教養学部人文・社会系 / 都立
大学人文学部　第 409 号 ( 社会福祉学 25）2009 年 3 月　pp.1-21.
25．「ドイツ女性史におけるフェミニズムと母性：新たなジレンマ？」『人文学報』
首都大学東京都市教養学部人文・社会系 / 都立大学人文学部 第 424 号 ( 社会福
祉学 26）2010 年 3 月　 pp.19-41.
26．「国際ソーシャルワーク教育年表に見る A. ザロモンの位置 ― 比較ソーシャ
ルワーク教育史試論のたたき台として」『人文学報』首都大学東京都市教養学
部人文・社会系 / 都立大学人文学部　第 439 号 ( 社会福祉学 27）2011 年 3 月
　 pp.1-26.
27．「A. ザロモンの初期著作に見る社会政策提言の真意 ― 1898 年～ 1908 年」『人
文学報』首都大学東京都市教養学部人文・社会系 / 都立大学人文学部　第 454
号 ( 社会福祉学 28）2012 年 3 月　 pp.21-47.
28．「優生学歴史研究についてのホームページ ― 絵で見る永井潜の交流関係・
優生学と永井潜関連・優生学と平塚らいてう関連等」　平成 17 年度～平成 19
年度 科学研究費補助金 ( 基盤研究 (C） 課題「断種法制定運動のリーダー永井
潜の生涯と活動 ― 東大医学部生理学教室を拠点として」）研究成果の一部を
HP 作成 [URL]http://www.comp.tmu.ac.jp/yuseigaku  2012 年 4 月 19 日オープン
29．「女性の職業自立を促す二つの戦略 ― 女性の「男性化」vs 貧困の「女性化」
の狭間で」“JWHN Newsletter” イギリス女性史研究会　第 8 号　2012 年　p.11.
30．「比較ソーシャルワーク教育史上の『母性』とその『社会的なるもの』の位
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置づけ ― A. ザロモンのボランティア・グループの事例を通して」『人文学報』








身障害学系　第 10 巻第 2 号　1986 年 3 月  pp.47-57.
3．岡田英己子・高橋智　「国民国家と障害者の近代 ― 障害者は国民になりえた
のか」『特殊教育学研究』第 40 巻 5 号　2002 年　pp.587-588．
4．「戦後日本の社会保障制度改革に関する政治社会学的研究」プロジェクト　「日
本社会保障資料Ⅳ (1980 ～ 2000）」の CD-ROM　資料集 ･ 資料解題「障害者福
祉」担当　国立社会保障 ･ 人口問題研究所 2005 年 3 月
5．Furuta, Hiroko/ Okada, Emiko et al.:  Significance and Strategies for International 
Dissemination of Outputs of Early Career Researchers.  In: Journal of Special 
Education Research, Vol.1, No.1, 2013, pp.23-30.
Ⅲ．調査報告
〔調査報告書・実践報告書〕
1．「スイス・ドイツにおける R. シュタイナー系の老人福祉施設・病院について 
― R. シュタイナー系の介護福祉教育の特徴を中心として」『老人保健医療福祉
の国際比較』日本社会事業大学社会事業研究所　1993 年 3 月　pp.161-178.
2．「ドイツの介護福祉系大学教育の新動向 ― ベルリンの大学再編を通して」『老








業研究所　1997 年 3 月 pp.1-27.
5．「筑波技術大学」『「障がいのある学生への支援」のために ― 首都大学東京に
むけての提言』『「障がいをもつ学生」への教育支援プログラム開発およびそ
の実施体制に関する研究』成果報告書　2007 年 3 月　pp.141-151．
6.「社会福祉教育における歴史教育 ― 日本社会事業大学の場合」『社会福祉専
門教育における歴史教育の課題 ― 社会福祉歴史教育に関する小委員会報告』




者福祉計画策定の指針』1997 年 3 月
Ⅳ．翻訳
1．テオドール・ヘルブリュッゲ「障害児の発達診断と早期治療 ― 現状と展望」 
『モンテッソーリ治療教育研究』日本モンテッソーリ治療教育研究会　第 5 巻
第 1 号　1982 年
2．中野善達編『国際障害児教育用語集』湘南出版 1989 年 ( ドイツ語版訳担当）
3．「優生学」「ドイツの優生学」「民族衛生」「T4 プログラム」「Karl Binding と
Alfred Hoche『生きるに値しない命を終わらせる行為の解禁 ― その基準と形
式をめぐって』から」（日本特殊教育学会訳編『障害百科事典』丸善出版　





『教育学研究』日本教育学会　第 59 巻第 4 号　1992 年 12 月  p.542.
2．「毛利健三著『現代イギリス社会政策史 ― 1945 ～ 1990』」 『歴史学研究』歴
史学研究会　青木書店  No.739　2000 年 8 月　pp.57-60.
3．「荒川智著『ナチズム期障害児教育の研究』」 『教育学研究』 日本教育学会　第
67 巻第 3 号　2000 年 9 月　pp.270-271.
4．「吉田久一著『社会福祉選書』(1994 年 -95 年） ― 著書紹介」『たけおか』日
本社会事業大学報　第 23 号　1997 年 1 月 pp.44-45.
                        
〔研究紹介・文献目録〕
1．「本邦特殊教育関係部会別文献目録  ― 一般部会Ⅱ」『特殊教育学研究』日本
特殊教育学会　第 31 巻第 1 号　1993 年 6 月　pp.175-p.190.
2．「ドイツの社会保障研究の今日 ― 社会福祉その他」『海外社会保障情報』第
111 号　1995 年 2 月　pp.52-55．
3．「シンドラーのリスト」『福祉の閲覧室』日本社会事業大学図書館報　第 63
号　1996 年 10 月　p.6.
4．「野生の少年 ― アヴェロンの野生児」『福祉の閲覧室』日本社会事業大学図
書館報　第 67 号　1997 年 1 月　p.7.
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